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2004年15号台風

農作物や樹木に甚大な塩害が発生

南西方向(日本海）からの強風

降水量が0.5ｍｍ/時

秋田県

日本各地で記録的な強風

林業被害が発生

2004年15号台風経路図（気象庁 2004)



農作物への塩害の報告 秋田魁新聞 2004年8月25日

梨
イネ： 秋田県沿岸部の作況指数：６９

（象潟町・天王町は０）



樹木の主な被害形態

葉の変色・枯死

翌春 梢端枯れ、枝枯れ、展葉量の減少

台風通過後

アメリカフウ イチョウ（塩害有）ニセアカシア

新葉を展開 資源の浪費
開花

クリ

イチョウ（塩害無）



強度の塩害は希な出来事

樹木の反応を広く記載しておくことは重要

目的

・15号台風による塩害が秋田県の樹木に・・・

(1)どのような影響を与えたのか

(2)その後の生育に影響を及ぼすのか

・海岸マツ林が塩害を抑制する効果をもちうるのか



１、塩害強度分布マップ作成

対象樹木 ニセアカシア

健全

枝枯れ 全体枯れ 枯死

先枯れ
一部先枯れ 全体先枯れ



各地域の塩害強度と台風通過時の風向き

枝枯れ
全体枯れ

先枯れ
健全

枯死



２、樹木の塩害に対する反応

①生態系公園（大潟村）

樹種間の比較

②秋田県立大学構内（秋田市）

アメリカフウ

個体間の比較

塩害と建物の位置関係

ブナ

コナラ

クロマツ

ケヤキ

ガマズミ

スギ

ミズナラ

コマユミ

ヤマモミジ

カスミザクラ

タニウツギ

トチノキ

クリ

ニシキギ

（各10個体）

（計３樹種１３３個体）

イチョウ ケヤキ

①

②

Ｎ
Ｓ

Ｗ

Ｅ



調査項目

生態系公園

展葉状況 主軸先枯れ割合

先枯れ分布 回復の有無

秋田県立大学

展葉状況 主軸先枯れ割合

先枯れ分布 一次枝枯死割合

樹高回復割合 新規後生枝本数

2005年の
生長部分

2004年塩害
による枯死部



被害度の算出

各項目を０（被害なし）から５（甚大）まで点数付け

生態系公園

各種10個体4項目の合計点数 樹種の被害度

秋田県立大学

個体の被害度6項目の合計点数

点数

0

１

２

３

４

５

展葉状況

健全

一部枝枯れ

全体枝枯れ

枝枯れ

全体枯れ

枯死

主軸先枯割合

0

0～10

10～20

20～30

30～40

40～

樹高回復割合

100～

95～100

90～95

85～90

80～85

～80

一次枝枯死割合

0

0～10

10～20

20～50

50～70

70～

先枯れ分布

なし

上部

ー

上部～中部

ー

全体

後生枝本数

0

１～5

6～10

11～15

16～20

21～

回復

ー

している

ー

していない

ー

ー



樹種間の比較の結果

樹種 被害度 被害個体数
高木

低木

クロマツ

スギ

トチノキ

ヤマモミジ

ブナ

ケヤキ

ミズナラ

カスミザクラ

クリ

コナラ

ガマズミ

コマユミ

針葉樹

広葉樹

タニウツギ

ニシキギ

０

０

８

８

１５

３１

３６

４０

６０

６９

０

５１

５５

６１

０

０

４

４

３

９

４

８

１０

１０

０

９

７

９



建物との位置関係

風向

16～20

0～10
被害度

11～15

21～25
26～30

○アメリカフウ

□イチョウ

△ケヤキ
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(a)ケヤキ

主成分分析の結果

○ 0－10
▲ 11－15
□ 16－20
＊ 21－25
◇ 26－30

被害点数

-4 -3 -2 -1 0 1 2
-2
-1
0
1
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第
２
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成
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(a)イチョウ

各樹種における主成分1の標準化得点係数

アメリカフウ イチョウ ケヤキ

展葉状況

主軸先枯割合

樹高回復割合

先枯れ分布

一次枝枯死割合

後生枝本数

0.27
0.21
0.18
0.025
0.18
0.16

0.24
0.37

0.17
0.48
0.20
0.15

0.11
0.18

0.12
0.096
0.14
0.19

(0.53） (0.50）

(0.65）

※( ）内は軸の寄与率を表す
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2005年の回復度
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1

2

2004年塩害による主軸先端枯死長(cm)

20
05

年
の

回
復

度
アメリカフウ
イチョウ
ケヤキ

回復度＝（回復高－生存高）／主軸先端枯死長



３、マツ枯れ被害状況の異なる海岸マツ林の

林内広葉樹への塩害の影響

①能代市「風の松原」

③秋田市下浜海岸マツ林

②秋田市下新城「夕日の松原」

①

③

②



方法

３地点の海岸マツ林で塩害被害度の比較

展葉状況、主軸先枯れ割合、樹高回復割合を算出

項目ごとに点数付けを行い各種ごとに合計し被害度を算出

カシワ

ガマズミ

ミズナラ

ムラサキシキブ

ヤマウルシ

コナラ

カズミザクラ

ニセアカシア

各5個体



結果 3地点のマツ林内の広葉樹の被害度

被害が顕著被害は軽微

ムラサキシキブ

コナラ

ニセアカシア

ガマズミ

カスミザクラ

ヤマウルシ

ミズナラ

カシワ

下新城 下浜能代

０ ０ １

０ ０ ６

０ ０ ２１

０ １ ２１

０ ０ ２６

０ ０ ２９

０ ０ ３１

０ １ ４６



・塩害の被害度は・・・
地域、個体間、樹種間、風の当たり方によって被害に差

・塩害の影響は・・・

回復した個体が多い

個体の枯死が少ない
長期間にわたって持続しない

マツ材線虫病が・・・

激害

ほとんどない・微害

塩害は・・・

顕著

軽微

健全なマツ林は・・・

塩害抑制にも役立つことが期待

まとめ


